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１ はじめに 

 Escherichia albertii （以下 E. albertii ） は、グラム陰性通性嫌気性桿菌で、2003 年に大腸菌の近縁菌

種として新たに命名された［1］。人に下痢などの消化器症状を惹起し、国内でも本菌による患者 100 名を

超える集団食中毒事例が報告されている。また、志賀毒素産生株による溶血性尿毒症症候群の発症事

例も報告されている［2］。現在まで家畜や家禽、野鳥等での保菌が報告されている［3］が、自然宿主や食

品の汚染経路については不明な点が多い。また、鶏肉等から本菌の分離が報告されている［4,5］ことから、

食肉による食中毒リスクが懸念されている。 

 E. albertii の同定方法として、2005年にHymaらがｃｌｐX、lysP、mdh の 3遺伝子を標的とした multiplex 

PCRを報告［6］している他、E. albertii 特異的配列検出用プライマーを用いた PCR［7］（以下菌種特異的

PCR）及び nested PCR［8］による手法も開発されている。昨年度の我々の調査［9］で、以上の 3 種類の

PCR を用いて E. albertii の検出限界を調査したところ、増菌培養後の増殖した菌量の条件であれば、い

ずれの方法でも同程度の検出感度を持つことが分かった。multiplex PCR は E. albertii 以外の菌種も非

特異的に検出してしまう可能性がある［7］ことや nested PCR は検査のために 2 回の PCR を必要とするこ

とから、菌種特異的ＰＣＲを用いた調査法をが有用であると結論づけた。今回、我々は E. albertiiによる食

肉の汚染リスクの調査を目的として、E. albertii の菌種特異的 PCR を用いて、所管と畜場搬入豚におけ

る E. albertii の保菌状況調査を実施したのでその概要を報告する。 

 

２ 材料及び方法  

 

（１） 供試材料 

令和 7 年 8 月から令和 8 年 1 月まで、所管と畜場に健康畜として搬入された豚 100 頭（34 農場）の

腸内容物（盲腸および直腸内容物）を検査対象とした。なお農場はランダムに選択し、検体が 100 頭

になるまで採材した。1 農場当たりの検体数は 2∼4 検体とした。さらに、スクリーニング試験の陽性農

場は、令和 7 年 12 月から令和 8 年 1 月まで健康畜として搬入された豚の盲腸内容物を追加で採材

し、検査対象とした。 

 

（２） 採材、増菌培養 

豚の盲腸を切開し、スポイトで盲腸内容物を約 1ｇ採材した。また、直腸内容物は滅菌薬匙を用いて

肛門より採取した。検体は、9ｍｌの緩衝ペプトン水（日本製薬株式会社）に懸濁し、37℃で一晩培養

した。 

 

（３） スクリーニング試験 

増菌液より、簡易 DNA 抽出キット version2 （kaneka）を用いて DNA を抽出した。抽出したＤＮＡは 

E. albertii 特異的配列検出用プライマーを用いた菌種特異的 PCR を実施した。 

 

４ 結果 

  34 農場 100 検体中 2農場 3検体がスクリーニング試験陽性となった（表 1）。陽性となった宮城県の 2

農場について 47 検体を追加採材したところ、すべて陰性となった（表 2）。 



 

 

 

５ 考察 

2003 年に新たに報告された新興下痢症起因菌である E. albertii は、国内において複数の集団食中

毒事例が報告されている。本菌は家畜や野鳥での保菌が報告されているものの、その保菌状況の詳細

は明らかになっていない。そこで本調査では、菌種特異的 PCR を用いて所管と畜場搬入豚における   

E. albrttiiの保菌状況調査を実施した。  

東北地方の 34農場における豚腸内容物 100検体を対象としたスクリーニング試験では、2農場の 3検

体（3％）が陽性となった。陽性となった 2 農場はいずれも宮城県内の農場であった。他自治体の報告で

は、E. albrttiiのスクリーニング試験で 7.5％～25.8％が陽性、その後の菌分離・同定で 2.3％～16.1％の

分離率となっている［10,11,12,13,14,15,16］。各調査でのスクリーニング試験や菌分離・同定の方法は

各々で異なるため正確に結果を比較することはできないが、当所におけるスクリーニング試験の結果は他

自治体の報告よりも低い陽性率であった。multiplex PCR は E. albrttii 以外の菌種も非特異的に検出す

る場合があるとの報告［7］もあり、スクリーニング試験に multiplex PCR を用いている自治体の報告では、

スクリーニング試験の陽性率が 10.8％～25.8％であるのに対し、菌分離率は 2.3％～16.1％と低い結果

であった［10,11,12,13,14］。昨年度我々が実施した E. albrttii の検出限界調査において、菌種特異的 

ＰＣＲでは 4.9CFU/mL まで検出が可能であり、十分な検出感度を確認することができた。加えて、より  

特異性の高い菌種特異的 PCR を用いており、本調査の結果は菌分離と同等であるとみなすことができる

と考える。その上で、当所における保菌状況調査の陽性率３％は、他自治体の報告における菌分離率と

比較すると同程度に検出されたと考えられる。 

陽性となった宮城県の 2 農場について 47 検体の豚盲腸内容物を追加で採材し調査したところ、すべ

ての検体で E. albrttii は陰性であった。この 2農場の飼養状況等の詳細は把握できていないものの、農

場内における E. albrttii による汚染は限定的であったと考えられる。 

今回実施した所管と畜場搬入豚における E. albrttii の保菌状況調査では、3％が陽性となった。また、

陽性農場の E. albrttii 浸潤状況は低いと考えられた。引き続きと畜場での衛生管理によって E. albrttii 

も含めた食中毒原因菌による食肉の汚染防止を図るとともに、近県では豚における E. albrttii の保菌率

が高いとの報告もある［13］ことから、定期的なスクリーニング検査による浸潤状況のモニタリングを実施し、

汚染リスクの把握に努めていきたい。あわせて、E. albrttii は特徴的な生化学的性状をもたないことから、

その分離同定方法の確立が求められており、その効率的な分離・同定法方法についての検討も行ってい

きたい。 

　（表１）産地別陽性率

産地 検体数 検出数 陽性率（％）

秋田県 8(2) 0 0

宮城県 65(23) 3(2) 3

岩手県 21(7) 0 0

山形県 3(1) 0 0

福島県 3(1) 0 0

合計 100(34) 3(2) 3

（　）内農場数

（表２）農場別陽性率

農場 産地 検体数 検出数 陽性率（％）

A 宮城 12 0 0

B 宮城 35 0 0

47 0 0合計
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